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日本の文化財保護活動はアジアの中では最も早く展開

され、1950年代にはすでに専門の法律が制定されて法

に基づいた保護活動が行われていた。これを学ぶことを

目的として日本で調査を行った。日本での滞在時間はと

ても短かったが、却って収穫は大きなものとなった。神

奈川大学の文化財資料は非常に豊富で、所属する各教授

の研究も日中民俗文化分野において非常に優れたもので

あったため、私は文化の密林の中にいるかのような毎日

を過ごすことができ、とても充実した時間を過ごすこと

ができた。

資料を蒐集する時間を除いて、金曜日は佐野賢治教授

と廣田律子教授の講義に出席した。授業の中で、例えば

日本の民俗習俗と富士山信仰についてなど、日本の若い

研究者たちが注目する問題点について徐々に理解してい

った。また、日本における瑶族研究の現状についても知

ることができた。廣田教授の研究チームには神奈川大学

や筑波大学、国学院大学や東京大学の研究者らが所属し

ていて、タイの瑶族や欧州の研究資料も研究対象とする

など地域を中国に限定せずに広く研究を進めており、そ

れを知って私は大変驚き心服した。

小熊誠教授は私に東洋文庫の田仲一成先生と会う機会

を手配してくれた。田仲先生は80歳近くとご高齢だが

かくしゃくとした方で、私が修士の頃に初めてお会いし

てご指導を得たことがあった。最近では2010年に韓

国でお会いし、一緒に学術討論会に参加した。今回日本

で再会し、私に多くの専門的な指導をしてくださった。

最後に挙げておきたいのが、今回の指導教授である佐

野教授が私を文化庁へ同行させてくれたことである。そ

こでは文化財保護法の改定状況や日本における無形文化

財の保護原則や無形文化財と無形民俗文化財の区別、日

名前 所属 招聘期間

倪　彩　霞

Delphine Vomscheid

沈　梅　麗

金　羽　彬

卞　夢　薇

Liliana Granja Pereira de Morais

梁　知恵

中山大学　中国非物質文化遺産研究中心　副教授

フランス国立高等研究院　博士課程

華東師範大学対外漢語学院　文芸民俗学専攻　博士課程　

ブリティッシュコロンビア大学　アジア学科　博士課程

北京師範大学文学院　民俗学与文化人類学研究所　博士課程

サンパウロ大学大学院　日本文化専攻　修士課程

漢陽大学校　歴史学科　韓国近現代史専門　博士課程

2013 年 9 月 30 日～ 10 月 20 日

2013 年 10 月 28 日～ 11月17 日

2013 年 11月 5 日～ 11月 25 日

2013 年 12 月 2 日～ 12 月 20 日

2013 年 12 月 5 日～ 12 月 25 日

2014 年 1月 20 日～ 2 月 9 日

2014 年 2 月11日～ 2 月 27 日

私の訪日収穫
倪 彩 霞

（中山大学　中国非物質文化遺産研究中心）

コ ラ ム 招聘研究員レポート

田仲一成先生

菊池健策先生（左）と佐野賢治教授（右）
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2013 年 10 月 28 日 から 2013 年 11 月 17 日まで、

神奈川大学の非文字資料研究センターに訪問研究員とし

て招聘された。今私は、パリのフランス国立高等研究院

の博士課程の 2 年生であり、東アジア文明研究センタ

ーの研究員として、日本の近世武士住宅を専門に研究し

ている。特に、この滞在の主たる目的は金沢・松江・萩

城下町の古地図と武士建築が描かれた絵画のような非文

字資料を集めることであった。

まず、神奈川大学の図書館と、非文字資料研究センタ

ーおよび内田研究室の蔵書で研究した。詳しい古地図（金

沢・松江・萩城下町）と武士建築の絵画（大名屋敷・城・

家臣団住宅）のようなさまざまな非文字資料を見つけた。

この古地図では、武士地と町人地の区別がよくわかるの

で、とても面白いと思う。旧城下町の武士と町人の比率

を知ることができるので、このような資料は大切だと思

う。絵画では、建物の江戸時代の様相が見ることができ

るし、武士の生活がわかる。さらに、この城下町の武士

住宅跡の現在写真が載っている本も見つけた。

また、11 月 3 日には、金沢旧城下町に武士住宅跡の

見学に行った。現在の金沢市には江戸時代と幕末の武士

住宅が残っている。幸運にも、解体する直前の下級武士

住宅の泉家を視察できた。今までこの家には人々が住ん

でたが、今後は金沢湯涌江戸村に移築して博物館に実物

展示されることになるという。旧中級武士の寺島家も視

察した。この住宅は立派な家と庭であって、とても貴重

な遺産で、中級武士の生活がよくわかる。茶室もあるし、

座敷もあるし、倉もあるし、立派な庭もあるし、武士は

高尚な人物であったことがうかがえる。長町の武家屋敷

も見学した。下級武士の旧高田家長屋門（市指定保存建

造物）がある。この建物は長屋門だけだが、入ることが

できるのでとても面白いと思う。実際に、中間部屋と馬

屋に入ることができるので、長屋の規模がよくわかる。

そのほかにも、上級武士邸宅の家来（中間）生活がわか

る。足軽飛脚の旧清水家と旧高西家も視察した。下級武

士なので、家も庭も小さいが、下級武士の生活がよくわ

かる。また、石川県金沢城調査研究所の研究者の方にお

会いして、金沢城下町の歴史について話したり、研究の

資料の利用についての助言をいただいた。とても面白い

出会いだった。

その後、東京の博物館にも行った。東京国立博物館の

「京都―洛中洛外図と障壁画の美」の特別展を見に行っ

た。この展覧会の中に立派な芸術作品があった。特に、

洛中洛外図屏風の作品は稀に見る美しさで、これを見る

ことができて、とても嬉しかった。京都は城下町ではな

くても、京都に住んでいだ武士が大勢いたため、武士住

宅が残されている（将軍邸）。また、武士の日々の生活

も表現されている（犬追物の光景、儀式の光景）。その

ほかにも、この展覧会の中にも京都の二条城の襖が展示

されている。特に、二の丸御殿大広間四の間の「松鷹図」

は立派な芸術作品であって、武士の洗練さを表現してい

ると思う。このように、この美しい展覧会は屏風でも芸

術作品でも京都の武士の文化がわかる機会であった。ま

た、江戸東京博物館のコレクションを見に行った。特に、

きれいな大名屋敷の模型があるので、建築の材料と建物

の規模がよくわかり、とても面白いと思う。

本無形文化財の数値化と保護状況などに関して、文化財

保護の専門家である菊池健策先生にご指導いただいた。

菊池先生は私の質問に答えてくださり、文化庁の最新の

研究出版物もくださった。

現在私は中国に戻り、資料の整理とともに研究を更に

進めるための活動を開始している。

「城下町の近世武士住宅」
Delphine Vomscheid

（フランス国立高等研究院）

写真１ 金沢市（大手町）の寺島家
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このように、非文字資料研究センターの 3 週間の滞

在は本当に素晴らしい経験になった。日本人の研究者と

話す機会が持てたこと、日本の図書館を利用できたこと、

もちろん実地調査できたことは豊かな研究経験になった。

本当に、非文字資料研究センターに感謝したいと思う。

近代日本キリスト教の伝道活動と民俗的な注目
──明治時代横浜市の考察を中心として

沈 梅 麗
（華東師範大学対外漢語学院）

近代日本のキリスト教布教活動は、布教にあたって日

本民俗の現象を研究し利用することを重視しているが、

これは、キリスト教が外国へ布教した伝統と大きな関係

がある。キリスト教が外国へ布教した歴史からみると、

宣教師は布教先に到着すると、できるだけ早くその土地

の風土や人情を学んだ。その布教の戦略は、現地の文化

への適応性という特徴を表している。つまり、このよう

な文化適応性は、実はその国の伝統文化と儀礼風習に適

度に従うということを表しているのである。

また、本文が述べる「近代」の概念は主に中国史学会

が定義するもので、その期間は大体 1840 年から 1919

年であり、日本の明治時代（1868 － 1912）とほぼ重

なっている。

明治時代横浜地域の宣教師団体の中で、アメリカ長老

会 の 宣 教 師 ヘ ボ ン

（ J a m e s  C u r t i s 

Hepburn）夫妻（左図）

の影響は大きく、彼ら

は 1859 年神奈川に

上陸してから明治開

教（1873 年）前の十

数年の間に、医者をし

ながら密かに伝道し

ていた。当時、このよ

うに宣教師が西洋医

学を日本に伝え広め

た勢いは非常に大き

く、日本皇漢方医道が徐々に衰退に至り、日本の伝統医

療の習慣に大きな変化をもたらした。宣教師が医者の身

分を通して伝道する形はザビエルの時代からすでに存在

し、1563 年来日のポルトガル宣教師ルイス・フロイス

（Luís Fróis）は、日本の宣教師はよくハンセン病など

差別される病気を治癒し、彼らは時々日本の薬でも病を

治したが、患者にそれを教えなかったと記載している。

明治 8 年開教以後、キリスト教は日本での布教活動

が順調ではなかったが、宣教師たちは多くのやり方で布

教をすすめた。例えば、日本最初の横浜神学校明治学院

のような教会学校を創立したり、『常盤』、『女学雑誌』（横

浜明治学院岩本善治などが創刊）などの教会雑誌を創刊

し、更に慈善活動にも積極的に参加していた。これらの

形式を通してキリスト教信者を拡大する努力をする一方、

宣教師たちは神学校、教会女学校、教会新聞などのメデ

ィアを通して日本社会の民俗を批判した。例えば、日本

の婚姻の形式、男性の小児性愛の悪しき習慣、女性の入

浴習慣及び性概念などである。また、禁酒を提唱し、日

本の服装が華美すぎること、日本の多神教崇拝なども批

判した。宣教師たちは以上のようなやり方で、日本社会

にキリスト教文明を輸入したのである。

明治時代の日本民俗全体を見れば、キリスト教の布教

は一種の策略として展開されたが、ヘボンなどの欧米宣

教師たちの努力のもと、日本伝統社会のあらゆる方面で

すでに西洋のキリスト教文明は浸透していたのである。

図１　 アメリカ改革長老派教会ヘボ
ン（James Curtis Hepburn）
夫妻（横浜開港記念館）

図２　 “酒不可飲”（女學雑誌 275 号　
明治 24 年 7 月 25 日）
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日本滞在記
金 羽 彬

（ブリティッシュコロンビア大学）

はじめまして！私は 2013 年 12 月 2 日から 20 日ま

で神奈川大学日本常民文化研究所非文字資料研究センタ

ーに訪問研究員として参りました金羽彬（キム　ウビン）

です。私はカナダのバンクーバーにあるブリティシュコ

ロンビア大学の大学院生です。名前だけでは、韓国人だ

と思われますが、私は 12 歳の時、韓国のソウルからカ

ナダのバンクーバーへ移住した、1.5 世の韓国カナダ人

です。

日朝関係史を研究しています。６年ぐらい前から研究

していまして、中世と近世期に日朝交流のなかで懸け橋

的な役割を果たしていた対馬へは何度も資料調査で訪問

したことがありますが、関東で資料調査を行ったのは初

めてでした。

私の研究テーマを少し紹介しますと、江戸時代から明

治初期にかけて、日本と朝鮮の仲介者であった対馬には、

中世から両国の間で疎通を担当していた通訳者がいまし

た。私は彼ら朝鮮語を修得した者の任務及び朝鮮語を習

得した方法を研究しています。

研究のため、神奈川大学に滞在した３週間の間、私は

神奈川大学だけではなく、神奈川の周辺にある様々な機

関を通じて通訳者であった朝鮮語通詞に関する資料を収

集しました。まず、神奈川大学の図書館で、私の研究に

関係のある文献を中心に資料調査を行いました。また、

国立国会図書館や、東京大学史料編纂所、横浜開港資料

館、そして、外務省外交史料館でも資料調査を行いまし

た。横浜や東京の様な都会では初めて資料調査を行った

ので、とても良い勉強になりました！

まずは、このような機会を与えてくださった神奈川大

学日本常民文化研究所非文字資料研究センターに感謝を

申し上げます。また、神奈川大学の先生方や、非文字資

料研究センター事務の方々、また図書館の皆様にもとて

も親切に手伝っていただき助かりました。誠にありがと

うございました。キャンパスの中でも道を迷ったりした

時は、神奈川大学の学生が親切に道を案内してくださり、

とても良い印象を受けました。また、このような機会が

あれば、是非来たいと思っています！ Stay Healthy 

& Happy, Always 〜 !

神田には多くの古書店が立ち並ぶ。 渋谷のハチ公前。

12月といえど、まだ紅葉が美しかった。


